
平成１９年４月現在　　

番号 担　当　課

1 改革推進課

年度

17

①対象とする全事務事業（485事務事業）の評価を実施
・継続事業：44７件を評価し、予算編成等に活用
・新規事業：市長マニフェスト、行革関連事業38件を評価
し、予算編成等に活用
　　※予算等への活用のため2次評価決定時期を早める。
　　　ホームページ等での公開も早める。

●

①対象とする全事務事業（485事務事業）の評価を実施
・継続事業：44７件を評価し、予算編成等に活用
・新規事業：市長マニフェスト、行革関連事業38件を評価
し、予算編成等に活用
　　※予算等への活用のため2次評価決定時期を早める。
　　　ホームページ等での公開も前年より３ヵ月早める。

▲

18

①対象とする全事務事業の評価を実施
②評価結果の予算編成などへの活用
③公表方法の改善
④外部評価を導入した場合の評価方法の検討

↓

①対象とする全事務事業（474事務事業）の評価を実施
・継続事業：438件を評価し、予算編成等に活用
・新規事業：　36件を評価し、予算編成等に活用
②外部評価を導入した場合の評価方法について検討

▲

19
①外部評価を組み入れた事務事業評価を実施
②施策評価導入（20年度）に向け、事務事業評価と施策評価
の連携等について検討

↓

20 外部評価・施策評価と連動した事務事業評価を実施 ↓

21 外部評価・施策評価と連動した事務事業評価を実施 ↓

　　●実施　　▲一部実施　　○調査検討　　↓継続

取組み予定(Action) 取組み結果(Do) 評価（Check) ・ 改善

　事務事業評価は３年目を迎え、継続・新規共にほぼス
ケジュールどおりに評価できた。
　次年度に向けては、施策を重視する事務事業評価によ
り、予算反映をさらに図っていく必要がある。また、市
民との情報共有を深めるため、わかりやすい公表にも努
めたい。

　各事務事業に優先度を付け、今後の施策評価に活かそ
うと点数評価を導入したが、評価項目の多さや基準の曖
昧さなどから事業担当部局に相当数の負担となり、評価
の見直しなど作業の手戻りもあった。
　そのため、次年度においては、評価項目を集約し、事
業担当部局のみならず市民にも分かりやすい評価とした
い。

行財政構造改革・実行計画の進行管理票  

事務事業評価の充実

改革項目の名称 実施内容(Plan)

評価結果を予算編成や施策方針に活用するとともに、市民にわかりや
すい形で積極的に評価結果を公表する。

１７年度１８年度の「取組み予定」は昨年度の
実行計画・進行管理票の表記どおりです。

行財政構造改革・実行計画に記載された
改革項目と実施内容を記載しています。

上記「実施内容」に対する各年度の取組結果を記載し
ます。左記の予定とはズレが生じることもあります。

左記「取り組み結果」に対する評価
や改善点を記載しています。

19年度から21年度の「取組み予定」
には、１８年度の「取組み結果」およ
び「評価・改善」を踏まえて実行計画
策定時の「取組み予定」を修正した
内容を含みます。

19年度以降の進行状況を示
す記号は、18年度の取組み
結果欄の記号から続きます。

このたびの進行管理では黄セル部分へ
の記入を行いました。



歳出増加 歳出減少 歳入増加

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし


